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後日調整

まとめ

各論5：産業環境保健学

教育手法1：基本

教育手法2：アクティブラーニング

教育手法3：カリキュラムデザイン、ICTの活用

教育手法3：ケースメソッド(1)

教育手法3：ケースメソッド(2)

【一般目標（GIO)】
公衆衛生の専門職を育成するための基本的な考え方、教育内容、および手法について学ぶ。
【行動目標（SBO)】
1．公衆衛生の専門職の育成に関する基本的考え方を説明できる。
2．公衆衛生の専門職を育成するために必要な基本的内容を概説できる。
3．公衆衛生の教育に関連した教育手法と評価について説明でき、実践できる。

3.　履修上の注意事項

・今後、公衆衛生学に関連した教育に関わる意向のあるものは受講が望ましい。（博士後期課程学生含む）
・ＦＤ（教員研修）として実施する。

担当者

福田 吉治
井上まり子

他

教授
准教授

他

イントロ、公衆衛生教育の動向

コンピテンシー基盤型教育

各論1：疫学

各論2：生物統計学

各論3：保健政策管理学

各論4：社会行動科学

1.　授業の概要

世界的に保健医療専門職の役割およびその人材育成のあり方が変化する中、公衆衛生の専門職を育てるための仕組みが求められている。そ
こで、本科目では、教育に係る人材育成を目的として、公衆衛生に関連する教育（個別5領域含む）の基本的考え方、教育内容、および手法に
ついて学ぶことを目的とする。

2.　授業の到達目標

科目名 公衆衛生教育学

科目責任者 福田吉治

配当年次 １・２年次 （個別設定）


